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(611)325 
植野郁太教授略歴
山口県下関市にて出生，小学校2年生の末に大阪に移住
硯住所〒560大阪府豊中巾ー
大阪府立市岡中学校卒業
関西大学第2予科に入学，翌年特待生として1年間授業料免除
関西大学経商学部商業学科卒業，翌年 大学院に進学
関西大学大学院特別研究生（助手）会計学・経営学専攻
関西大学専任講師
昭和20年6月応召， 3カ月間山口県三隅（萩市の近く）にて兵役
に服す
関西大学助教授
関西大学教授
なお，課外活動では会計学研究部顧問，昭和23年からのアメ
リカンフットポール部長・ハンドボール部長を経て，昭和39
年から硬式野球部長（硯在に至る）
鳥取大学学芸学部非常勤講師（昭和39年度まで6回集中講義）
学校法人関西大学評議員 (2期，昭和39年9月まで）
関西大学在外学術研究貝として1年間英米に留学
経済学博士の学位を受く（論題「企業会計の動態論的研究」）
関西大学商学部長（昭和37年9月まで）
この間大学院商学研究科（修士・博士課程）の設置に奔走
神戸大学経営学部非常勤講師（昭和36年度及び昭和3朗三度各
後期）
関西大学大学院商学研究科長（昭和40年5月まで）
関西大学教学部長（昭和42年10月辞任）
社会学部（仮称）設置準備委員会委員長を兼務
大阪学院大学大学院非常勤講師（昭和51年3月まで）
326(612) 
昭和43年10月
昭和55年10月
昭和48年4月
昭和57年9月
昭和33年5月
昭和54年5月
??
昭和60年5月
昭和6彩平9月
昭和44&:p3月
学校法人関西大学評議員．同理事 (2期．昭和51年9月まで）
同上 (1期．昭和59年9月まで）
公認会計士審議会試験委員（第2次試験の財務諸表論担当）
(5カ年，昭和52年9月まで）
科学技術庁の同庁所管特殊法人等財務会計
問題研究委員会委員（硯在に至る）
日本会計研究学会理事，昭和44lf.の改組後評議員（昭和47年
5月まで）
日本会計研究学会評議員（現在に至る）
同学会理事 (2期，昭和60年5月まで）
同学会の学会賞審査委員 (1期，昭和63年9月まで）
同学会理事（現在に至る）
昭和444:-6月
豊中商工会議所商業活動調整協議会委員長（昭和49年2月
まで）
社団法人中小企業診断協会大阪支部相談役（現在に至る）
植野郁太教授著作目録
【著 書］
企業経営論 京都三和書房 昭和26年 9月
企業会計理論 有 斐 閣 昭和28年 5月
財務会計論 有 斐 閣 昭和35年 3月
企 業 会 計 有 斐 閣 昭和41年 5月
財務諸表—その作成と利用ー一 国 元 書 房 昭和47年 3月
財務諸表論研究 中央経済社 昭和50年 4月
財務諸表論 国 元 書 房 昭和51年 3月
基礎財務諸表論
【翻訳書l
サンダース・ハットフィールド・
ムーア共著企業会計原則一覧
E.F.L.プレック著
マネジメント
中央経済社
（同改訂版
(613)327 
昭和55年 4月
昭和印年1月）
京都三和書房（非売品） 昭和30年 5月
?
斐 閣 昭和35年 9月
【編著書l
要説簿記論ーー第1章序論 国 元 書 房 昭和38年 4月
簿記要説一第1章序論，第14章
資本に関する勘定，第16章財務諸表 国 元 書 房 昭和44年 3月
研究開発費会計（本書は日本会計研究学会昭和
54年度 •55年度スクディーグループ研究の報告書）
一第1章わが国における研究開発費の
諸規定とその開示状況 関西大学出版部 昭和57年 5月
企業簿記システムーー第5章会計デーク
の作成，第6章会計デークの集計 国 元 書 房 昭和61年 4月
［共同執筆］
青木・木村他共著事例研究直接原価
計算ーー第1編第1章価格政策目的 同 文 舘 昭和38年10月
飯野・山桝•染谷編集講座簿記会計
第 3巻財務諸表—第4章のうち
利益剰余金計算書の形式，剰余金処分
計算書 有 斐 閣 昭和42年 4月
青木・木村他共著 予算統制と標準原価
計算—第 1 編第 7 章標準原価と予算
の絹成 同 文 舘 昭和42年 6月
328(614) 
黒沢主絹近代会計学大系第2巻損
益計算論ーー第9章販売費および一般
管理費，第10章営業外損益
青木編著最新原価計算論ーー第2絹
第2章財務会計
青木・木内編財務諸表の診断—
第1章財務諸表の体系と意義
黒沢主編体系近代会計学第2巻
財務会計論 第4章損益会計
【論文等］
ハクイヤーの経営費用範疇論について
政府補助金の会計処理について
「販売主義」の理論的根拠について
土岐政蔵著「損益計算」を読んで
AAA会計基準 (57年版）に関する若
干の考察
企業会計原則の将来の在り方について
減価償却の意義とその計算方法
損益計算における製造間接費の処理
資金コストの三つの理念
損益計算の特質
費用と収益の対応
棚卸資産の範囲について
低価主義論争の一斑
新商法における会計理念
中央経済社 昭和43年 5月
同 文 舘 昭和47年 7月
同 文 舘 昭和50年 5月
中央経済社 昭和60年12月
関大人文科学論集3号 昭和25年 3月
関大経済論集3巻特集号 昭和28年12月
（染谷編集我国会計学の潮流第2巻
雄松堂出版 昭和59年11月刊に再録）
関大商学論集関大
創立70周年記念号
関大商学論集1巻5号
関大商学論集3巻3号
企業会計11巻1号
関大商学論集4巻1号
企業会計12巻13号
企業会計13巻5号
税経セミナー65号
昭和30年 4月
昭和32年 1月
昭和33年 8月
昭和34年 1月
昭和34年 4月
昭和35年11月
昭和36年 5月
昭和36年11月
月刊簿記12巻12号 昭和36年12月
企業会計14巻3号 昭和37年 3月
青木倫太郎教授還暦記念論文集 近代会
計の動向中央経済社昭和37年10月
関大商学論集8巻2号 昭和38年 6月
(615)329 
利益計画と資金管理 経理教室1巻9号 昭和38年 9月
商法損益計算書の記載方法について 閲大商学論集9巻4号 昭和39年10月
原価主義の理論的根拠について 企業会計16巻12号 昭和39年12月
AAAの「実現概念」 実務会計1巻9号 昭和40年 9月
棚卸資産に対する評価性引当金の設定
について 会計88巻4号 昭和40年10月
会計公準について 関大商学論集10巻5号 昭和40年11月
財務諸表の社会的意義 関大商学論集10巻6号 昭和41年 2月
時価評価論の限界 企業会計19巻6号 昭和42年 5月
財務会計情報の基準ーースネプリーの
所説を中心として一一 会計92巻5号 昭和42年11月
会計制度の概要 関大商学論集13巻1号 昭和43年 4月
二つの価格変動修正観 企業会計20巻4号 昭和43年 4月
当期業綾主義に対する一反省 阪本安ー教授還暦記念論文集
現代会計理論とその課題 中央経済社
昭和43年 6月
実質資本維持と貨幣的項目の修正 実務会計4巻8号 昭和43年 8月
財務比率分析ノート 閲大商学論集13巻6号 昭和44年 2月
財務比率分析の問題点 会計95巻3号 昭和44年 3月
財務諸表論の一視角 企業会計21巻5号 昭和44年 5月
企業会計原則修正案について一一継続
性の原則と重要性の原則を中心とし
て— 税経通信24巻12号 昭和44年11月
資金計算書の生成発展とその作成方法 関大商学論集15巻2号 昭和45年 6月
(I), (IT) 及び3,4合併号 及ぴ10月
資金計算書の意義とその作成方法 企業会計22巻12号 昭和45年11月
初期の資金計算書について 会計98巻6号 昭和45年12月
企業収益力の実数分析 槻大商学論集15巻5,6
合併号 昭和46年 2月
財務会計における時価評価の機能 会計99巻3号 昭和46年 3月
330(616) 
財務諸表改善の方向 企業会計23巻4号 昭和46年 4月
会計原則の発展と財務諸表 久保田音二郎教授還暦記念論文集
近代報告会計の基礎と発展 同文舘
昭和46年 6月
会計公準と会計原則 会計100巻1号 昭和46年 7月
会計的教義としての一般原則 関大商学論集16巻2,3
合併号 昭和46年 8月
実現収益の測定とその表示 会計人コース 7巻9号 昭和47年 9月
財務会計の特色 会計人コース 9巻1号 昭和49年 1月
二つの会計思考 関大商学論集19巻1号 昭和49年 4月
財務諸表の有用性と目的適合性 会計人コース 9巻5号 昭和49年 5月
一つの連結精算表 会計106巻5号 昭和49年11月
特定引当金の規制について 企業会計26巻13号 昭和49年11月
損益計算書の統一化 会計人コース10巻2号 昭和50年 2月
財務会計における財産計算機能ー一
商法の計算規定と関連して― 会計人コース11巻2号 昭和51年 2月
企業会計原則ー一その意義と構成ー一 企業会計別冊会計学
のすすめ 昭和51年 5月
財務諸表論の領域と体系 会計人コース別冊財
務諸表論の学び方，
考え方 昭和51年12月
財務諸表論の理論的展開 会計人コース12巻2号 昭和52年 2月
経済学的利益と時価評価論 会計112巻2号 昭和52年 8月
時価評価と資本維持の理念ーサンディ
ランズ報告書の所説を中心として一 産業経理37巻9号 昭和52年 9月
損益計算思考の発展 会計人コース13巻11号 昭和52年11月
時価評価の導入とサンディランズ 増谷裕久教授還暦記念論文集
リボート 現代会計の基本問題 中央経済社
昭和53年 6月
イギリスにおけるインフレーション
会計の展開
資産概念の変遷について
非経常損益項目の取扱いについて
貸借対照表の見方
カレントコスト会計の新展開
研究開発費
商法計算規定の改正について
研究開発費の会計
企業会計原則の一部修正をめぐって
制度会計における利子の資産化
(617)331 
会計113巻6号 昭和53年 6月
企業会計30巻11号 昭和53年10月
産業経理38巻11号 昭和53年11月
会計人コース別冊貸
借対照表の作り方・
見方 昭和53年11月
会計117巻4号 昭和55年 4月
産業経理 昭和55年 8月
関大商学論集26巻6号 昭和57年 2月
会計121巻5号 昭和57年 5月
関大商学論集27巻4号 昭和57年10月
関大商学論集関大創
立100周年記念号 昭和61年11月
【若干の項目を執筆した辞典・ハンドブック】
新版会計学辞典（神戸大学会計学研究
室編） 同 文 舘 昭和41年 4月
管理会計ハンドプック（神戸大学会計
学研究室編） 中央経済社 昭和44年 4月
会計学大辞典（太田・佐藤・番場監修） 中央経済社 昭和46年 1月
社会科学大辞典 鹿島出版会 昭和46年 8月
［その他】
大鉄全史（大阪鉄道株式会社の社史） 佐竹三吾監修，森川太郎先生と共同執筆
昭和19年脱稿，近畿日本鉄道株式会社から
昭和27年10月に刊行
大阪ねじ卸売業診断報告書 飯野春樹・中辻卯一共同執筆
大阪市経済局 昭和40年10月
332(618) 
［雑文—その一部―-l
価格統制と経済警察
学生生活点描
釣銭談義ほか6編
会計学学びはじめのころ
仕訳学ぴはじめのころ
この一冊私の蔵書から／C.E. Sprague, 
The Philosophy of Accounts 
会計学概論•財務諸表論ー一学習の手
関西大学新聞（昭和15年10月）学生論苑欄
大阪都市協会刊雑誌大阪人大阪弁欄
昭和的年3月号一8月号連載
関西大学出版・広報部 あしぶえ(Il)
昭和47年10月
会計人コース11巻12号 昭和51年 9月
会計人コース別冊通巻4号
簿記・仕訳のすべて 昭和53年 1月
企業会計39巻 7号 昭和60年 7月
引きーー 関大商学論集
商学研究ガイド号 昭和63年 4月
（昭和63年12月末日まで）
